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アジェンダ

➀大会後を見据えた取組み

✓ アクション＆レガシー

✓ ジェンダー平等／多様性と調和の推進

✓ 東京モデルの構築と継承

➁参考資料：大会の概要
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アクション＆レガシー

東京2020
大会ビジョン

アクション＆
レガシープラン

スポーツには世界と未来を変える力がある。
すべての人が自己ベストを目指し（全員が自己ベスト）、
一人ひとりが互いを認め合い（多様性と調和）、
そして、未来につなげよう（未来への継承）

東京2020大会に参画しよう。そして、未来につなげよう。
一人でも多くの方が参画【アクション】し、大会をきっ
かけにしたアクションの成果を未来に継承【レガシー】す
るためのプラン

ビジョンの提示

⚫ アクション＆レガシーの理念
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アクション＆レガシー
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●東京2020参画プログラム
➢ 各ステークホルダーの様々なアクションを認証し、大会の機運醸成とレガシー創出に向けたアク

ションを推進、日本全国へ展開

➢ 2021年4月末時点で約157,000件 のアクションを認証し、更に拡大中

➢ オンラインイベント等、コロナ禍で工夫されたアクションが増加

① 【スポーツ・健康】東京2020みんなのスポーツフェスティバル

② 【持続可能性】都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト

③ 【持続可能性】ＳＤＧｓへの貢献

④ 【文化】東京2020 NIPPONフェスティバル

⑤ 【教育】小学生による東京2020マスコット投票

⑥ 【経済・テクノロジー】東京2020ロボットプロジェクト

⑦ 【オールジャパン】東京2020大会に向けたポスター募集企画

⑧ 【復興】東京2020復興のモニュメント

●アクションプランの一例

アクション＆レガシー



【東京2020の復興モニュメント】

【ミライトワとソメイティ】

✓ 運動会や体育祭等におけるオリンピック・パラリンピックに関連した取組を募集し
表彰するみんなのスポーツフェスティバルの実施。

✓ 全国の皆様からご提供いただいた使用済み携帯電話等の小型家電から抽出した
金属を用いて入賞メダルを製作。

✓ 国連とのSDGsの推進協力関する基本合意書へ署名

✓ 史上初、大会マスコットを小学生の投票で決定。16,769学校・205,755学級
(全国の小学校の約８割)の児童たちが参加。

✓ オリンピック・パラリンピック教育に取り組む学校を東京2020オリンピック・パラリンピック教育
実施校（愛称「ようい、ドン！スクール」）として認証。
※ 2021年5月1日時点で、全国約18,947校を認証済み

✓ 被災地の中高生からの震災時支援に対する感謝の気持ちやなどやアスリートへの
応援のメッセージを載せたモニュメントを作成。

アクション＆レガシー
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●具体的なアクションの例
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アクション＆レガシー

２０２０大会の各主体のレガシー創出の取組

東京都 政府・JSC JOC JPC その他の主体

大会後各主体がレガシーを継承・発展

〇大会までの取組をレガシーとして継承・発展させるためには、永続的な主体が戦略的な方針・
プランを作成し、必要な予算を確保しながら継続的に取り組んでいかなくてはならない。

⚫ レガシーガバナンスの全体的な方向性
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アクション＆レガシー

レガシーガバナンスについては、各主体が責任を持って取り組んでいくことを前提
とし、開催都市である東京都とJOCが中心となって、レガシー活動を推進する。
主なステークホルダーと以下をベースに大会後を見据えて継続的に調整を進める。

主体 役割

ＪＯＣ
IOCとの国内における連絡調整窓口となり、大会プロパティの包括的な
管理を担う主体となる。

東京都
開催都市として、ハード・ソフト両面に渡る多面的な取組をレガシー
として引き継ぎ、都市のレガシーとして発展させ、都民生活の向上を
目指す主体となる。

政府
2015年に閣議決定した基本方針に基づき、次世代に誇れる有形・無形
のレガシーを全国に創出するとともに、日本が持つ力を世界に発信す
る。

⚫ レガシーガバナンスにおける各主体の役割
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橋本会長就任に際し、以下３つが重点施策として掲げられた。

１ 安全安心な大会運営

２ ジェンダー平等／多様性と調和の推進

３ 東京モデルの構築と継承

橋本会長の３つの重点施策
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ジェンダー平等／多様性と調和の推進

etc.

○多様性に配慮した料理

○多機能なトイレと補助犬用トイレ

○礼拝スペース

○Tokyo 2020アクセシビリティ・ガイドライン

etc.

○大会史上初めて「女性アスリート科」を設置

環境の整備

きめ細かなサービス

○セキュリティチェックでの車いすエリア設置

（これまでやってきたこと）

１.目に見える取組



10

ジェンダー平等／多様性と調和の推進

etc.

etc.

○ストレスフリーな入退場・観戦をサポート

心をこめたおもてなし

ボランティアに加えロボットによる物品の運搬や観戦席
への誘導を通じ、車いすの方の入退場・観戦をサポート

競技で（ＩＯＣとの連携により実施）

○女子選手参加割合：オリ約49％・パラ40.5％以上（共に史上最高）

○男女混合種目の採用や、競技種目及び選手枠数の改善

①取組の「見える化」（これまでやってきたこと、これからやること）

②アスリートへの性的ハラスメント撮影対策

③コミュニケーションマナー集の制作・展開 etc.

○○
○

（これまでやってきたこと）
○○
○
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ジェンダー平等／多様性と調和の推進

①取組の「見える化」

・組織委員会ウェブサイトに特集ページ開設

・会長とＺ世代対談（若者）

・パートナー企業とのオンラインフォーラム

・大会中、メインプレスセンター、会場で発信→

②アスリートへの性的ハラスメント撮影対策

・会場内での禁止行為・遵守行為に明記

・研修実施と対応方針検討

③コミュニケーションマナー集

・職員アンケートをもとに事例集を作成



「東京2020宣言（仮称）」の理念・趣旨・アクションメニュー確定させ、
組織委員会による宣言を予定

１ 目的
東京と日本が真の多様性と包摂を備えた社会へと変わり、次世代に引き継がれることを目指し、
大会を契機として、確かな一歩を踏み出すための行動を宣言

２ 対象
アスリート・競技団体・パートナー企業・大会ボランティアなどの大会関係者に組織委員会から
声がけを行い、組織単位、個人単位のいずれも宣言ができるようにする

３ 宣言のイメージ
・宣言者は、自ら目標・取組を考えて設定
・組織委員会が、理事・アスリート・専門家等の意見を伺いながら用意

４ 発表方法
・宣言をどう発表するかは宣言者が自由に選択（例：ｳｪﾌﾞｻｲﾄに掲示、記者発表）
・大会後における宣言の進捗の発表についても宣言者が選択

●東京2020宣言

東京モデルの構築と継承
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2. ムーブメントを起こす



＜東京2020宣言（仮称）のイメージ＞

東京モデルの構築と継承
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ジェンダー平等／多様性と調和の推進

３.レガシーに繋げる

○大会での成果を将来に引き継ぐため、
IOC、将来の開催都市、ステークホルダーと連携

○大会スタッフこそがレガシーになる

・「アクション＆レガシーレポート」に、将来に向けた提言を盛り込む

・大会公式報告書に取組を記録し、将来大会に引き継ぐ

・ＩＯＣと連携した共同ステートメント（７月ＩＯＣ総会）、
東京・パリ・ロスでの共同宣言などを今後調整したい。
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東京モデルの構築と継承

⚫ 既存施設の最大活用や徹底的なサービスレベルの見直しを含む簡素化の推
進

⚫ 安全安心、円滑な運営のための技術（テクノロジー）の活用

⚫ メダルプロジェクトに象徴される市民の参画を得た、SDGsへの貢献

⚫ 多様性と調和の推進

ー 日本の経験を将来のオリンピック・パラリンピックに活かす ー

史上初の延期を乗り越えた経験と合わせた東京モデルを、
パリ、2024年以降の大会にも引き継いでいきたい



• 概要

• 競技会場

• 競技スケジュール
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➁大会の概要



概要

競技数・種目数選手数

11,090人

オリンピック

パラリンピック

4,400人

33競技339種目

22競技539種目

オリンピック

パラリンピック

会場

19会場
うち

都外

43会場
全数

職員数

１１万人

競技日程

7月23日
~8月8日

オリンピック（17日間）

パラリンピック（13日間）

ボランティア

8月24日
~9月5日

大会時（予定）

現在（2021年4月時点）

約3.900人

大会ボランティアのほか、
都市ボランティアを含む。

約8.000人
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競技会場
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○ 史上最多 33 競技 339 種目が 42 の競技会場で繰り広げられ、絶え間ない熱狂が 17 日間
に凝縮されたエキサイティングなスケジュール。

○ 野球・ソフトボール、空手、スケートボード、スポーツクライミング及びサーフィンの
５競技について、追加競技として実施。

○ 大会中盤、多くの観客とテレビ視聴者の注目を集める８月１日（土）には、21種目で
メダリストが決定。

○ オリンピック競技スケジュール（種目実施日程）の詳細は下記URLに記載。
https://tokyo2020.org/jp/games/schedule/olympic/

※ 競技スケジュールは今後の調整により、一部変更になる可能性があります。

競泳（東京アクアティクスセンター）

７月25日（土） ～８月２日（日）

体操競技（有明体操競技場）

７月25日（土）～７月30日（木）
８月２日（日）～８月４日（火）

ラグビー（東京スタジアム）

７月27日（月）～８月１日（土）

【 競技スケジュール例 】

競技スケジュール（オリンピック）
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○ 開会式翌日の8月25日から９月６日の閉幕まで、12日間にわたり22競技539種目が

21会場で実施。

○ バドミントン及びテコンドーの２競技について、追加競技として実施。

○ 大会全体を通じて盛り上がりが続くよう、人気競技がバランスよく配置。

○ パラリンピック競技スケジュール（種目実施日程）の詳細は下記URLに記載。

https://tokyo2020.org/jp/games/schedule/paralympic/

【 競技スケジュール例 】

車いすテニス（有明テニスの森）

８月28日（金） ～９月５日（土）

車いすラグビー（国立代々木競技場）

８月26日（水） ～８月30日（日）

ゴールボール（幕張メッセCホール）

８月26日（水） ～９月４日（金）

競技スケジュール（パラリンピック）
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※ 競技スケジュールは今後の調整により、一部変更になる可能性があります。




